
おもてなし空間創造事業の想定 

 

１ 概要 

 ・国際イベント開催地周辺や富士山の玄関口となる駅前等に花と緑のおもてなし空間

を創造する。 

 ・おもてなし空間が、将来にわたり、地域の人々の愛着あるものとして継続していく

ために、地域住民を緑化活動の主体としながら、観光や産業の事業者の協働体制を

構築するなど、新たな緑化のしくみづくりを進める。 

 

２ 想定するモデル地区 

オリンピック関連 開催地  伊豆市（修善寺駅前等） 

交流拠点 三島市（三島駅前）、伊東市（伊東駅前） 

ラグビーワールドカップ関連 開催地  袋井市（愛野駅周辺） 

交流拠点 掛川市（掛川駅前） 

富士山玄関口 富士市（新富士駅）、富士宮市（世界遺産センター周辺）
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３ 整備イメージ 

  駅前のロータリーや駅から続く商店街などにフラワータワーやハンギングバスケッ

トを整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) フラワータワー 

  
 （三島市で撮影） 

 

 (2) ハンギングバスケット 

 

 

 

 

 

 

 

 

              （藤枝市で撮影） 


